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の教育効果に関する調査研究」2 年目の成果の一部である。本プロジェクト 1 年目は，オンタリオ州セ












る，カナダ最大の高等教育機関であるトロント大学（University of Toronto: U of T）における教育学系の
大学院にあたる「トロント大学オンタリオ教育研究所（Ontario Institute for Studies in Education of the 





要など、教育学系大学院学位授与機関としての OISE の全体像を明らかにすることを目的とする。 
 
1. OISEの歴史と現在の概要 
 ここでは，『OISE 大学院教育便覧（OISE Graduate Studies in Education Bulletin）』（OISE, 2019）を参照
しつつ，OISE の歴史と概要について見ていくこととする。OISE の歴史は 1906 年のトロント大学教育






校（University of Toronto School）」を設置した。 
 1920年には，教育学部は「トロント大学オンタリオ教育カレッジ（Ontario College of Education : OCE, 
University of Toronto）」と改称された。それ以降 45年間，OCE は教育省によって直接的に資金投入・運
営がなされ，当時の中等学校教員養成を行う州内唯一の機関であった。1926年にはセントジョージ子ど
も学学校（St. George’s School of Child Study）が大学の就学前教育研究機関としてカナダで初めて設置さ




た。翌 1966年，大学院・研究学部（Department of Graduate Studies and Research）が OCE から OISE に移
管されたが，教員養成はトロント大学に留められることとなった。そして 1972年に OCEは公式にトロ
ント大学教育学部（Faculty of Education, University of Toronto: FEUT）となった。時代は流れ 1994年にな
ると，教育訓練省（Ministry of Education and Training）はトロント大学と OISE を招き，両者の完全な統
合に向けて協議を行った。そして 1994 年 12 月 16 日，教育訓練省，トロント大学理事会（Governing 
Council），OISE は，OISEと UTS・ICS（その実験校を含む）を含めた FEUTの統合のための広範にわた
る条件についての合意に署名し，OISE はトロント大学理事会の下に 1 つの新しい教育専門研究機関と
なった。そしてそれが，現在の OISE/UTとなり，1996年 7月 1日に運営を開始した。2004 年，UTSは
（OISEからは）独立した，独自の役員会（Board of Directors）を有するトロント大学内の附属機関とな
った。2010 年には，就学前教育を支援するための ICS に対するエリック・ジャックマン博士（Dr. Eric 
Jackman）の貢献に鑑み，トロント大学は ICSを「エリック・ジャックマン子ども学研究所（Dr. Eric Jackman 
Institute of Child Studies）」と改称した。 
 2012年に OISE は 5つあった研究科（departments）を次の 4つに再編した。即ち，応用心理人間発達
学研究科（Department of Applied Psychology & Human Development: APHD），カリキュラム・ティーチン
グ・ラーニング研究科（Department of Curriculum, Teaching and Learning: CTL），リーダーシップ・高等・
成人教育研究科（Department of Leadership, Higher and Adult Education: LHAE），社会正義教育研究科










（Concurrent Program）」2の提供を 2018 年 6 月 30 日をもって止め、OISE は自らを大学院プログラムの
みの研究機関として再配置することを決定した。2016 年に，OISE は包括的で高度に参加的な学術プラ
ンニング・プロセスを開始し，それは OISE 2017－2022学術プラン『内側から学びリードする（Learning 
and Leading from Within）」の策定に結実した。当該プランは次の 6つのテーマに焦点を置いている。即
ち，①コミュニティを構築する－内側から学びリードする－（Building our Community: Learning and 
Leading from Within），②先住民化に関与する（Commitment to Indigenization），③エクィティ・多様性・
接近可能性（Equity, Diversity and Accessibility），④幸福とメンタルヘルス（Wellbeing and Mental Health），
⑤変革的革新的ペダゴジー（Transformative and Innovative Pedagogy），⑥インパクトを形成する－学術，
協働，国際化（Building our Impact: Scholarship, Collaboration and Internationalization），である。 
 以上のような経緯で発展してきた OISE は，現在では北米でも最大規模かつ最も研究に重点化した教
育研究機関・高等教育機関となっており，教育におけるリーダーシップや研究を通して地域的，国家規
模かつ国際的に個々人やコミュニティの社会的，経済的，政治的，文化的幸福を高めることに関与して









 カギとなる社会的課題に関する公的政策対話に貢献すること（OISE, 2019）。 
  
2. OISEの運営組織構造 




（The University of Toronto Act, 1971 As amended by 1978, Chapter 88）」第 2 条によると，トロント大学の統治
機関である理事会は学長（Chancellor/President，職務上の委員），大学職員の中から学長が任命する委員 2 名，
「副総督の承認を得た内閣（the Lieutenant Governor in Council，簡単に言えば州政府のこと）」により大学の事
務系職員（administrative staff）あるいは教員（teaching staff）の中から任命された委員 16 名，教員互選の教員
委員 12 名，学生委員 8 名（そのうちフルタイム学部生互選の委員 4 名，大学院生互選の委員 2 名，パートタ
イム学部生互選の委員 2 名），事務職員互選の委員 2 名，その時点で大学の学生や教員・事務職員ではない卒










「研究者管理職任命規則（Policy on Appointment of Academic Administrators）」4によると，各学部等（Faculty 
or School）の最高経営責任者（Chief Executive Officer: CEO）は学部長（Dean）とされている（48条）。
ここでの「学部等」には OISE も含まれているため，OISE の CEO は「研究所長（Dean）」（通常”Dean”
は「学部長」と訳されるが，OISE は”Institute”であり，日本語訳として「研究所」を当てているため，本




てなされた全ての決定に関する責任は研究所長が負うものとされている（48 条）。当該規則第 52 条に
は，当該学部がいくつかの研究科（departments）によって構成されている場合，研究所長は当該学部の
プログラム等について「研究科長（Chair of the Department）」あるいは「協議会（council）」に助言を求
めることができるとされている（52 条）。この規定を受けて，OISE にも「OISE 協議会（the Council of 
the Ontario Institute for Studies in Education: OISE Council）」（以下「協議会」）が存在する。図 1の組織図
上には協議会は位置づけられていないが，OISE ウェブサイトのトップページ5においては，「OISE につ
















（2019 年 6 月 19 日採取）。 
5 https://www.oise.utoronto.ca/oise/Home/（2019 年 6 月 19 日採取）。 
6 https://www.oise.utoronto.ca/oise/About OISE/Governance/index.html（2019 年 6 月 19 日採取）。 
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図 1 OISE組織図 




いるのは，「トロント大学オンタリオ教育研究所協議会基本規則（Constitution of the Council of Ontario 
Institute for Studies in Education of the University of Toronto）」7（以下「基本規則」）及び「協議会内規（By-
Laws of Council）」（以下「内規」）8である。まず協議会は，60名の互選委員及び職務上の委員から構成
される。60名の互選委員の内訳は，正規教員（faculty）及び図書館員（librarians）から 30 名，インスト
ラクター（3 年以内の有期契約で当該年度に 3 コース以上授業を担当している者）から 5 名，教員養成
プログラムの学生から 10 名，大学院生から 10 名，事務職員から 10 名とされている。職務上の委員の
うち投票権を有する委員が 14名，持たない委員が 9名である9。前者に含まれるのが，学長（President）
（あるいはその代理），副学長（Vice-President and Provost）（あるいはその代理），大学院学部長（Dean of 
the School of Graduate Studies）10（あるいはその代理），OISE研究所長（Dean），副研究所長，常設委員
会（後述）委員長（Chairs of Standing Committees），研究科長であり，後者が登録官（Registrar、入学事
務などを担当），共通教育部長（Director of Education Commons，コンピュータ・ラボ等を担当する部署），
事務局長（Chief Administrative Officer），学生サービス部長（Director of SUPO/Student Services），継続教
育部長（Director of Continuing Education），エリック・ジャックマン博士子ども学研究所長（Director of Dr. 
Erick Jackman Institute of Child Study），同窓会長（President of Alumni Association），学生教員組合委員長
（President of Student Teachers’ Union），大学院生協会長（President of Graduate Students’ Association），協議
会事務局長（Secretary of Council）となっている（基本規則 6 条）。協議会の全体としての権能は OISEの
運営に関わる助言機能を果たすものとされており，学術的事項の改訂に関しては該当する機関に対し承
認を勧告することもできる。協議会の構成や委員数，常設委員会の構成と権限については協議会で決定




て任期は 1 年とされている（内規 1 条 3 項）。協議会の議長は投票権のある委員により投票権を持たな
い委員の中から選出され，副議長は投票権のある委員により投票権の有無に関わらず委員の中から選出









7  https://www.oise.utoronto.ca/oise/UserFiles/File/OISE Council General/OISEConstitution-Updated-June1-2017.pdf
（2019 年 6 月 19 日採取）。 
8https://www.oise.utoronto.ca/oise/UserFiles/File/OISE Council General/OISEBy-Laws-Updated-June1-2017.pdf
（2019 年 6 月 19 日採取）。  
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「学術プログラム委員会（Academic Programs Committee）」，「エクィティ委員会（Equity Committee）」，



























 図 1 の OISE 組織図に戻ると，研究所長オフィスの下には 5 つの事務系部署が位置づけられており，
そのうち 2つは研究・教育系であり，副研究所長が担当する部署となっている。また，図 1の下部にあ









11 https://www.oise.utoronto.ca/oise/About OISE/Governance/Standing Committees html（2019 年 6 月 20 日採取）。 













とも推薦状 2 通，研究によって特定されたその他の資格とされている。また Ph.D.以外の博士号に関し
ては，通常は志望する研究領域にとって適当と思われる学問領域において優秀な成績で修士号を取得し
ていることが求められる。また，留学生に関しては TOEFL などによって英語での学修能力を証明する
必要がある（総合規則 4条 3項）。 





















したウェブサイトで確認できる。OISE では 1 つの学期において 1 つのプログラムにおける履修しか認
 
13 https://www.oise.utoronto.ca/orss/Admissions/index.html（2019 年 6 月 27 日採取）。 
14 トロント大学の学期は，秋学期（Fall Session，9 月－12 月），冬学期（Winter Session，1 月－4 月），サマー
セッション（Summer Session，5 月－8 月）の 3 部から構成される。なお，サマーセッションは 5－6 月ターム
と 7－8 月タームの 2 期に分けられる（OISE, 2019）。 
15 https://www.oise.utoronto.ca/orss/Admissions/Deadlines and Closing Dates.html（2019 年 6 月 27 日採取）。 








ダ国内学生の場合は M.Ed.の授業料等がフルタイム学生で総額$12,779.52（１ドル 85 円として約 110 万
円），パートタイム学生$4,200.47（約 35万 7千円）であり，留学生のフルタイム学生の場合は$36,433.52
（約 310万円）である。Ed.D.の場合，カナダ国内のフルタイム学生で$9,964.52（約 85万円），同じくパ
ートタイム学生が$3,355.97（約 28 万 5 千円），留学生のフルタイムで$35,323.52（約 300 万円）となっ
ている。他方で研究者向け学位プログラムでは M.A.と Ph.D.が同額となっており，カナダ国内フルタイ
ム学生の場合$8,489.52（約 72 万 2 千円），パートタイム学生が$2,913.47（約 24 万 8 千円）となってい
る。留学生の場合は M.A.と Ph.D.で授業料が異なっており，M.A.が$24,853.52（約 211万 3千円）で Ph.D.
が$9,113.52（約 77万 5千円、授業料のみだと&6,900.00でカナダ国内学生と同額）である。 
表 1から分かることとしては，第一に，カナダ国内学生よりも留学生の方が授業料が約 3倍以上高額
となっていることである。但し，注意書きにもある通り，Ph.D.留学生の学費は当該年度からカナダ国内






















16 https://www.oise.utoronto.ca/orss/Admissions/Application submitted html（2019 年 6月 27 日） 
17 https://www.oise.utoronto.ca/aphd/Home/Future Students/Master s Degrees/Master s Degrees for Domestic Stude
nts.html（2019 年 6 月 30 日採取）。 
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表 1 授業料等一覧 
（2018－19年度、1年間）
学位 DEGREE 授業料 TUITION (1 Yr)
その他 INCIDENTAL/
ANCILLARY (1 Yr)
合計 TOTAL PER YEAR
MA, PhD $6,900.00 $1,589.52 $8,489.52
EdD $8,357.00 $1,589.52 $9,964.52
Med $11,190.00 $1,589.52 $12,779.52
MT $11,190.00 $1,944.52 $13,134.52
MA-CSE* $11,190.00 $1,884.52 $13,074.52
MA, PhD $2,070.00 $843.47 $2,913.47
EdD $2,512.50 $843.47 $3,355.97
Med $3,357.00 $843.47 $4,200.47
MT N/A N/A N/A
MA-CSE N/A N/A N/A
PhD $ 6,900.00** $2,213.52 $9,113.52
EdD $33,110.00 $2,213.52 $35,323.52
MA $22,640.00 $2,213.52 $24,853.52
Med $34,220.00 $2,213.52 $36,433.52
MT $34,220.00 $2,568.52 $36,788.52
MA-CSE $34,220.00 $2,508.52 $36,728.52
カナダ国内学生 フルタイム（DOMESTIC FEES: 2018-19 Annual Full-Time）
カナダ国内学生 パートタイム（DOMESTIC FEES: 2018-19 Annual Part-Time）












• 2017－18 OISE大学院教育便覧（2017-18 OISE Bulletin）
• 大学院学部卒業生授業料ページ（SGS Graduate Fees Page）






上述の通り，OISE は APHD，CTL，LHAE，SJE の 4 つの研究科から構成されている。表 2 に示す通
り，それぞれの研究科において，それぞれの学問領域の特性を反映する形で M.Ed.，M.A.，Ed. D.，Ph.D.，





                                           
表 2 研究科・学位プログラム一覧 
    Master's Degree Doctor's Degree 











Master of Arts in Child 
Study and Education 





  Master of Arts in 
Counselling and Clinical 
Psychology, Clinical and 
Counselling Psychology 
Field  
  Doctor of Philosophy in 
Counselling and Clinical 
Psychology (Clinical & 
Counselling Psychology 
Field) 
  Master of Arts in 
Counselling and Clinical 
Psychology (Clinical 
Psychology Field) 
  Doctor of Philosophy in 
















Master of Education 
Counselling Psychology, 
Global Mental Health 
and Counselling 
Psychology Field* 
   




























Master of Arts in School 
& Clinical Child 
Psychology 
 
Doctor of Philosophy in 











 M.Ed in Curriculum & 
Pedagogy 
MA in Curriculum & 
Pedagogy 
 





 M.Ed in Languages and 
Literacies Education 
MA in Languages and 
Literacies Education 
 
















Master of Education in 
Educational Leadership 
and Policy       
Master of Arts in 
Educational Leadership 
and Policy 
Doctor of Education in 
Educational Leadership 
and Policy       






Master of Education in 
Higher Education 
Master of Arts in Higher 
Education 
Doctor of Education in 
Higher Education 
Doctor of Philosophy in 
Higher Education 
Master of Education in 
Education in the 
Professions 
   
Master of Education in 
Student Development 
and Student Services in 
Higher Education 






Master of Education in 
Adult Education and 
Community 
Development 





Doctor of Philosophy in 







Master of Education in 
Social Justice Education 
Master of Arts in Social 
Justice Education 
Doctor of Education in 
Social Justice Education 
Doctor of Philosophy in 
Social Justice Education 
APHD：応用心理人間発達学研究科（Department of Applied Psychology & Human Development），CSE：子ども教育学（Child Study 
and Education, CSE ）， CCP：カウンセリング＆臨床心理学（Counselling and Clinical Psychology），CP：カウンセリング心理学
（Counselling Psychology,），DPE：発達心理学と教育（Developmental Psychology and Education），SCCP：学校と臨床児童心理学
（School and Clinical Child Psychology），CTL：カリキュラム教育学習研究科（Department of Curriculum, Teaching and Learning），
C&P：カリキュラム＆ペダゴジー（Curriculum & Pedagogy），LLE：言語識字教育（Language and Literacies Education），MT：Master 
of Teaching，LHAE：リーダーシップ・高等教育・成人教育研究科（Department of Leadership, Higher and Adult Education），ELP：
教育リーダーシップ政策（Educational Leadership and Policy），HE：高等教育（Higher Education），AECD：成人教育・コミュニテ





（1） 応用心理人間発達学研究科（Department of Applied Psychology & Human Development: APHD）18 
APHD は主に次の 5つの領域より構成されている。即ち，「子ども教育学（Child Study and Education, 
 
18 https://www.oise.utoronto.ca/aphd/Home/index html（2019 年 6 月 21 日採取）。 
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CSE ）」（教員養成プログラム），「カウンセリング＆臨床心理学（Counselling and Clinical Psychology, CCP）」，
カウンセリング心理学（Counselling Psychology, CP）」，「発達心理学と教育（Developmental Psychology and 
Education, DPE）」，学校と臨床児童心理学（School and Clinical Child Psychology, SCCP）」である。APHD
では M.Ed.6 種類（うち 3 種類はカナダ国内学生と留学生で別々にプログラムを提供している），M.A.5
種類，Ed.D.1種類，Ph.D.4 種類（うち 1種類はカナダ国内学生と留学生で別プログラム）の学位プログ
ラムが準備されており，修士課程は修了まで大体 1－2年，博士課程は 4－6年とされている。 
 
（2） カリキュラム・ティーチング・ラーニング研究科（Department of Curriculum, Teaching and 
Learning: CTL）19 
 CTLはOISEの4つの研究科の中でも最大規模の研究科であり，カリキュラム＆ペダゴジ （ーCurriculum 
& Pedagogy: C&P），言語識字教育（Language and Literacies Education: LLE），マスター・オブ・ティーチ
ング（Master of Teaching: MT）という 3つのプログラムから構成されている。表 2にあるように，CTL
では M.Ed.2種類，M.A.2種類，Ph.D.2 種類にMTを加えて 7種類の学位課程を提供している。ここでは
特に，OISEに独特の学位プログラムである MT について詳しく述べていくこととする20。 
MT は 2 年間の大学院レベルの教員養成プログラムであり，修了時には MT の学位を取得することが
できると同時に，オンタリオ州教員協会（Ontario College of Teachers: OCT）に対しオンタリオ州の公費
運営学校で教鞭を採るための資格登録証明書（Certificate of Qualification and Registration）21の発行が推薦
される。この点が同じ教育専門職向け修士号であっても，教員資格の取得を伴わない純粋な学位課程で
ある M.Ed.との最大の違いである。給与表における位置づけは個々の資格によるが，ほとんどの MT 修
了者は，「オンタリオ州品質評価協議会（Qualification Evaluation Council of Ontario (QECO)）の給与カテ
ゴリーで A3，「オンタリオ州中等学校教員協会（Ontario Secondary School Teachers’ Federation: OSSTF）
の給与グループでグループ 3に位置づけられている22。 






語（French），地理（Geography），保健体育（Health and Physical Education），歴史（History），数学（Mathematics），




計）（Business Studies: General or Accounting），化学（Chemistry），演劇（Dramatic Arts），英語（English），
フランス語（French），地理（Geography），保健体育（Health and Physical Education），歴史（History），数
学（Mathematics），音楽（器楽あるいは歌唱）（Music: Instrumental or Vocal），物理（Physics），宗教教育
 
19 https://www.oise.utoronto.ca/ctl/index.html（2019 年 6月 21 日採取）。 





（Religious Education），総合科学（Science General），社会科学（Social Science），ビジュアル・アーツ（Visual 
Arts）である。MTプログラムで取得できる基礎資格は，プライマリー/ジュニア（P/J，K-6学年）， J/I， 
I/S の各ディビジョンから選択できる。J/I 資格の取得希望者は追加要件として特定しておくべき教科リ
スト（上述）から 1教科、I/S 資格の取得希望者は同じく 2 教科を，それぞれ選択することができる。 
 課程修了までの道のりとしては，第 1－2期（9月－4月）の期間（秋学期と冬学期に相当）中に 7コ
ースの修得と，11月の「実習 1（Practicum 1）」と 2月の「実習 2（Practicum 2）」を修了したうえで，第
3 期（5月－8月，サマーセッションに相当）に 4コースの修得，第 4－5期（2年目 9月－4月）の期間
中に 7コースの修得と 11月の「実習 3（Practicum 3）」及び 2月－3月の「実習 4（Practicum 4）」を修得
する必要がある。即ち，MT の学位と教員資格をもって課程を修了するためには，18のコース・ワーク









 都市部の低収入コミュニティにおける環境教育（Bringing the Environment Home: Environment 
Education in Low-Income Urban Communities） 
 マジョリティが占める教室における英語学習者間の識字的成功の促進（Fostering Literacy Success 
among English Language Learners in the Mainstream Classroom） 
 歴史の授業のための体験学習（Experiential Learning for the History Classroom: Engaging Learners on 
Different Levels and in Different Ways to Encourage a Lifelong Love of Learning） 
 内在性疾患のためのインクルーシブな教室（ Inclusive Classrooms for Students with Internalized 
Disorders: Teachers’ Perspectives and Practices） 
 数学における概念学習（Conceptual Learning in Mathematics: How Number Talks Benefit Students with 
Math Anxiety） 
 教室への社会正義教育応用のための統合的アプローチ（A Case for Social Justice: An Integrative 




志望者は，連携校において各年 1カ月の教育実習を 2年間で 2回修了させることとなっており，また実












ドブック（Practicum Handbook）』23及び『MT 実習ウェブサイト（MT Practicum Website）』24を参照され
たい）。 
 
（3） リーダーシップ・高等・成人教育研究科（Department of Leadership, Higher and Adult Education: 
LHAE）25 
 LHAE はトロント大学全体で 6 番目に大きい大学院研究科であり，「成人教育・コミュニティ開発プ
ログラム（Adult Education and Community Development Program）」，「教育リーダーシップと政策プログラ
ム（Educational Leadership and Policy Program: ELP）」，「高等教育プログラム（Higher Education Program）」
の 3つのプログラムから構成されている。また LHAEは「教育政策（Educational Policy）」，「比較国際開
発教育（Comparative, International and Developmental Education）」，「職場学習と社会変容（Workplace 













る。そのため SJEの学生は，反人種差別主義（anti-racism），批判的人種理論（critical race theory），先住
民と反植民地研究（indigenous and anti-colonial studies），美学・メディア・コミュニケーション，フェミ
ニストとジェンダー学，階級と貧困研究（class and poverty studies），フランコフォン研究（francophone 
studies），ポスト植民地・ディアスポラ・超国家研究（post-colonial, diaspora and transnational studies），障
害者研究（queer and disability studies），教育の文化・哲学的文脈（cultural and philosophical context in 
education），民主主義・倫理と社会階級等を含む，広範囲にわたる研究テーマについて探究することとさ
れている。 
 SJE が参加する協働的専門分野としては，次の 10 のテーマが挙げられる。即ち，「比較国際開発教育
（Comparative, International and Developmental Education）」，「ディアスポラ・超国家研究（Diaspora and 
 
23 https://pepper-mt.oise.utoronto.ca/data/note/279476/Practicum%20Handbook.pdf（2019年 6 月 23 日採取）。 
24 https://www.oise.utoronto.ca/mtpracticum/Home html（2019 年 6 月 23 日採取）。 
25 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/（2019 年 6 月 21 日採取）。 
26 https://www.oise.utoronto.ca/sje/index.html（2019 年 6月 21 日採取）。 
平田 トロント大学オンタリオ教育研究所における研究科と学位プログラムの制度設計 
125 
Transnational Studies）」，「教育・フランコフォンと多様性（Education, Francophonie and Diversity）」，「教育
政策（Educational Policy）」，「エスニック・多元主義研究（Ethnic and Pluralism Studies）」，「先住民保健
（Indigenous Health）」，「性的多様性研究（Sexual Diversity Studies）」，「南アジア研究（South Asian Studies）」，











大規模の高等教育・研究機関である。OISE に限定してみても，4 研究科と 19 の研究センターに，テニ
ュア取得済み及びテニュア・ストリームにある教員数が 93名（2016年 9月）で学生数が 3,146名（2017



























27 https://www.oise.utoronto.ca/oise/About OISE/index.html（2019 年 7 月 5 日採取）。 




















た「分析力」の養成であり，多くの現職教員が M.Ed.や Ed.D.の学位取得を目指している OISE は，現職
教員学生がそうした能力をどのようにして体系的に修得しているのかを探究するには極めて適切な教
育研究機関である。 

























とする意義を念頭に置き，本稿執筆以降の拙稿においては特に LHAE 研究科及びその 1 専門領域である
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